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け
ま
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と
う
ご
ざ
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ま
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年
頭
に
あ
た
り
、丸
太
Ｇｒ
の
全
社
員
、そ
し

て
ご
家
族
の
み
な
さ
ん
に
、新
年
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

20
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く
経
営
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昨
年
は
、新
型
コ
ロ
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ウ
イ
ル
ス
感
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拡
大
に

よ
り
、
人
や
物
の
流
れ
が
止
ま
り
こ
れ
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
世
界
規
模
で
の
経
済
危
機

に
陥
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ま
し
た
。国
内
経
済
状
況
に
お
い
て
も
、

米
中
対
立
の
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期
化
や
世
界
的
な
経
済
不
確

実
性
の
高
ま
り
と
コ
ロ
ナ
シ
ョッ
ク
が
起
き
た
こ

と
で
、
輸
出
の
急
減
や
内
需
の
低
迷
な
ど
大
幅

な
減
益
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
社
を
取
り
巻
く
経
営
状
況
に
お
い
て
も
、

主
要
客
先
に
お
け
る
製
品
取
扱
量
の
減
少
や
工

事
延
期
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
減
収
減
益
で
推

移
し
て
お
り
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、
全
社
員

の
雇
用
確
保
を
第
一
に
緊
急
収
支
対
策
や
雇

用
調
整
休
業
を
行
い
、
丸
太
Ｇｒ
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
て
、
無
事
に
決
算
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

21
年
に
あ
た
っ
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
や
米
中
問
題

に
よ
る
景
気
の
先
行
き
不
透
明
感
は
依
然
と
し

て
経
済
に
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。当
社
と
関

連
の
あ
る
自
動
車
業
界
で
は
「
１
０
０
年
に
１

度
の
大
変
革
期
」
を
迎
え
て
お
り
、
大
き
な
構

造
変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍

が
も
た
ら
し
た
社
会
変
化
は
こ
れ
ま
で
の
常
識

を
激
変
さ
せ
、デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
や
新
し
い
働
き

方
への
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
21
年
か
ら「
丸
太
Ｇｒ
23
年

中
期
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。ス
ロ
ー
ガ

ン
「C

hange

＆C
hallenge

〜
２
０
３
０
年

構
想
の
実
現
へ〜
」の
下
、
私
た
ち
は
常
に
時
代

の
流
れ
を
読
み
１０
年
・
２０
年
先
を
創
造
し
、チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。こ

れ
か
ら
の
時
代
、〝
遠
い
先
の
話
だ
〞と
考
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
、
目
下
の
課
題
と
な
り
得
ま

す
。社
会
変
革
へ
の
挑
戦
に
は
新
し
い
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
ま
す
。ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
失
敗
を
恐
れ
ず
、一
つ
で
も
多
く
果
敢
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

安
全･

品
質
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
重
要
性

　
私
た
ち
は
、
常
に
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
企

業
で
あ
り
続
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。丸
太

Ｇｒ
に
お
い
て
は
「
安
全
と
品
質
」
に
対
す
る
信

頼
が
何
よ
り
も
優
先
さ
れ
ま
す
。「
ゼ
ロ
災
・
異

材
ゼ
ロ
の
達
成
」を
目
標
と
し
、
毎
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、
災
害
リ
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ク
の
排
除
や
事
故
の
撲
滅
に
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り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
依
然
と
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災
害
の
芽
は
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ゆ
る

場
面
に
潜
み
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気
の
緩
み
〞が
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因
で
突
如
と

し
て
大
災
害
に
発
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す
る
怖
さ
が
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り
ま
す
。

安
全
職
場
づ
く
り
の
観
点
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も
、
新
た
な
視

点
で
職
場
を
見
直
し
、
安
全
・
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質
活
動
に
徹

底
し
て
取
組
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
、企
業
成
長
の
基
盤
で

す
。会
社
が
持
続
的
な
成
長
を
実
現
し
た
と
し

て
も
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
順
守
で
き
て
い
な

い
項
目
が
一
つ
で
も
あ
れ
ば
、こ
れ
が
会
社
の
不

祥
事
に
つ
な
が
り
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
た
丸

太
Ｇｒ
の
信
用
は
一
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に
し
て
失
わ
れ
ま
す
。し

た
が
って
、お
客
様
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域
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、政
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公
官
庁

な
ど
の
コ
ン
プ
ラ
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ン
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の
期
待
に
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え
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が
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会
で
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の
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。
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ら
始
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革
は
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り
、
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せ
、
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会
貢
献
し
続
け
る
企
業
へ
と
変
革
し
て

い
く
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。そ

の
た
め
に
は
、皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
さ
ま
ざ
ま

な
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
他
に
依
存
せ
ず
自
ら
考
え

を
持
ち
挑
戦
す
る
力
が
重
要
で
す
。そ
し
て
一

緒
に
丸
太
Ｇｒ
を
発
展
さ
せ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
を
お
祈

り
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「
23
中
期
の
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タ
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社
会
変
革
への
挑
戦
」

２
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社
長
年
頭
挨
拶

仕事始め式

　
21
年
１
月
５
日（
火
）丸
太
運
輸

本
社
に
て
、
仕
事
始
め
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
は
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
感
染
対
策
を
配
慮
し
、

会
場
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
を
確
保
、別
会
場
を
設
け
て
、少

人
数
に
分
散
さ
せ
た
リ
モ
ー
ト
参

加
・
社
歌
斉
唱
の
中
止
な
ど
、
例

年
と
は
一
変
し
た
形
式
と
な
り
ま

し
た
。仕
事
始
め
に
あ
た
り
、
髙
村

社
長
か
ら
新
年
の
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
（
挨
拶
の
要
旨
は
以
下

の
と
お
り
）。各
社
員
そ
れ
ぞ
れ
社

長
の
言
葉
を
胸
に
仕
事
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

　あけましておめでとうございます。

　新型コロナウイルス感染拡大により、いつもと違う年末年始を迎えられたかと思います。

　さて、世界規模で先行きの見えない経済状況が依然と続いており、様々な業種が経営危機に陥っています。し

かし、当社は人を生業としたサービス業であり、これまでのあらゆる苦境も皆さんの力で乗り越えてきました。それ

故、これからも人を大事に考えていく会社であり続けたいと思います。

　今後、世の中は更に目まぐるしく変化します。私たち丸太Ｇｒは常に危機と隣り合わせであることを意識し、如何

にピンチをチャンスに変えるかが重要です。

　皆さんにお願いしたいことは、一人ひとりが「やり遂げる！」と言う強い信念を持ち、貪欲に仕事に取り組んで頂き

たいと思います。そして、制服に刻まれた「おもてなし」の気配りを大切にしてください。これは日本古来よりある世

界で最も誇れる文化です。丸太Ｇｒは、この「おもてなし」を強みにすることで、新たなチャレンジが成功に繋がると

私は確信しています。また、皆さんの職場においては、「一本の矢よりも三本の矢」の様に、お互い協力し合える最

高の人間関係により、盤石な組織がつくられると考えています。

　最後に、丸太Ｇｒの皆さんと一緒に仕事が出来ることを誇りに思っております。

　今年もよろしくお願いします。

丸太運輸ならびにグループのそれぞれが、金太郎飴のように、おもてなし！

社長新年のご挨拶

代表取締役社長

別会場からリモートで参加する社員 仕事始めの挨拶をする髙村社長
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２３中期 丸太グループ スローガン

本年 1月から23年中期経営計画の初年度となります。
鉄鋼需要は、自動車の電動化をはじめとする構造変化等、大きな転換期を迎えている。
不確実な経営環境も当社は持続的成長を目指すため、今中期は10年後のあるべき姿を想像し策定した。
また、働き方改革やＳＤＧｓ等、社会的責任を果たすべく経営革新を推進する。
いまだ猛威を振るう新型コロナウイルスもワクチンの開発などでいつか必ず収束を向かえます。
今年も一年、共に頑張っていきましょう。

Change & Challenge
～２０３０年構想の実現へ～

２３中期 丸太グループ スローガン

全社事業方針

２１上期スタート

収支計画

丸太運輸株式会社

スリムで強靭な基盤確立と体制整備
～２３中期計画完遂へ、変革の実行～

1 管理の徹底
・安全、品質、識別
・感染症対策

2 収益安定化
（１）ベース事業の黒字化
　・人事、労務施策の推進
　・生産性追求
（２）中小口径の最大受注化

3 経営革新の推進
（１）不採算事業への改革
　  キックオフ
（２）働き方改革

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

１８年

20,919
1,137

533
434

-69

96
176

272

432

19,718

15,363

8,570

売上

経常（実勢）

経常（実力）

8,678

17,248

１９年 ２０年（見通） ２１年上（計画） ２１年下（計画） ２１年（計画）

安全推進部
完全無災害へ向けた徹底指導の継続
　・重点取組 「挟まれ、巻き込まれ、転落、荷崩れ」 
　　事故防止
　・愚直に安全活動の継続
安全、品質、識別活動の活性化
　・定期的な役員パトロール、デイリーパトロールの
　　継続 及び 強化

ロジスティクスエリア
3支店営業活動の一体運営強化
　　　
Gr 輸送戦力の稼働確保 
倉庫保管能力の見直し推進
定員見直しによる作業 /管理生産性向上

事業開発部
玉ノ湯 感染症対策（無人自動体温測定器の導入）
 競合店対策（新サービス投下、定期PR強化）

植物工場 新生産品事業の拡大
 →ソヨウ、ドクダミ他 薬用植物の複数試験
 　栽培

プロダクションエリア
収益確保 /利益率向上
人的資源の最大活用
ベース活動の底上げ
持続的な成長活動

コンストラクションエリア
災害 /重大事故ゼロの継続
工事受注拡大、利益追求
レンタル　生産性の追及

管理統括部
働き方改革 柔軟な勤務体系
全社サポート 全社Gr 経理事務集約への取組
業務統制 需要課題特定～長期戦略策定
デジタル化 電子化、ペーパーレス全社Gr 展開
海外 ＤＳＳＴ事業 ２１年２月～垂直立上げの完遂

グループ会社

マルタアマゾン㈱
円柱製品運搬の専用架台導入
安全指導員制度の充実（2名増員）
WR等の積載効率向上（混載推進）
運行管理体制の再構築

群馬丸太運輸㈱
完全無災害322ヶ月継続（21年 6月末）の必達
ベース単価改定（最低補償量設定）の交渉推進
多能工化による定員マイナス運用の試行
内進出可能領域の調査と拡大
クレーン保守点検作業の外販
次世代に繋がる新規事業の研究

丸太自動車整備㈱
休業災害ゼロ9,612日（21年 6月末）必達
売上拡大、収益確保
　①新規取込み顧客のフォロー継続
　②近隣（廃業、事業縮小）工場顧客の取込み
　③中古貨物自動車販売
専門知識の習得と人員の育成

㈱ブルーペッパー
丸太営業との一体運営による新規顧客掘り起こし
王子製鉄輸送、出荷の最適体制へ戦力再配置
スイッチ輸送の効果見極めと総括
収益改善活動の推進
未来へ向けた種まき活動

㈱マルタパワーズ
組織の機能化（新組織と新作業別管理導入）
配車センタ－（Step1）の実現
Gr 戦力の活用

㈱Ｍ.ニューコン
抗菌銅マスクの販売
保険拡販
派遣募集費の削減

助成金 他

収益変化の内訳
①主要需要先 取扱増
②Cst-A 工事完工
③費用増（修繕他） ※管理会計値
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 全社　　  大会丸太グループ
丸太グループ全社ＪＫ大会が今年も開催されました。
今年は、新型コロナウイルス感染防止のため、毎年行われている発表大会は残念ながら中止となってしまいま
したが、８グループの事例が選出され、厳正なる書類審査の結果、入選事例が決定しました。
第一席に選ばれた星崎営業所のチェックマングループは、２０年１２月２３日に開催された表彰式に出席し、
髙村社長より表彰状と記念品が手渡されました。（※表彰式については、P.7に掲載）

 全社　　  大会丸太グループ
第８１回 JK

星崎営業所 チェックマングループ

知多営業所
Peace グループ

テーマ：13F更なる安全職場の構築

テーマ：はーい荷物通りますよ
            ～令和へ響けボクらの声～

CRMチーム
BCP対策課
テーマ：安否確認システムの導入

13F の置場安全対策の為、コイル保管枠の改良、製品

転倒リスク防止対策、クレーン吊り具製作、置場レイア

ウト変更を実施。積込み作業効率をＵＰさせ、出荷作業

における問題点を改善させた。

製鋼クレーンのモーターサイレン故障の設備上の
問題点と、取替え作業負担をテーマとして取組み、
設備延命対応と作業工数削減を内製化で駆使して
実現した。

災害有事における従業員安否確認と通知手段とし
て、電話通話を不要とした安価なサービスを導入
し、会社の BCP 体制を構築。Gr 全社へ展開し、説
明や設定フォローなど定着化に向けて取り組んだ。

エンジニアリング部
エンジニアリングチーム

テーマ：ヤンキードライヤー
　　　　更新工事における安全性向上
　　　　及び施工効率化

（王子製紙　春日井工場）工事計画における安全・
工期・作業について問題点を抽出し、お客様の要望
に応えるべく、工事期間の短縮を達成した。

マルタアマゾン㈱
草刈野郎Ａチーム
テーマ
東海物流センターの美化

東海物流センター駐車場の緑地が草
木で生い茂り荒れた状態であった
為、景観や安全上のリスクを検討し、
内製化で美化活動を実施した。

㈱ブルーペッパー
ブルーペッパー渋川
テーマ
渋川工場出荷、
伝票発行待機時間の削減

渋川工場での出荷・伝票発行の待
機時間が長く、車両待機時間が影響
しコスト・残業時間が問題視され
ていた。運用体制を見直し、時間外
コスト削減を達成させた。

㈱M.ニューコン
派遣チーム
テーマ
人材不足の解消

人材不足による採用難が続き、派遣
業としてお客様にニーズに応える事
や人材の供給体制について問題点を
整理した。新たな手法や低コスト化を
研究し、採用人数UPを達成させた。

名古屋物流センター
NBプライドⅡ
テーマ：名古屋物流センター
　　　　庫内 照明の LED化

職場の照度不足（安全衛生環境）の問題点と、高所
での照明交換作業の危険性をテーマに改善を行
い、コスト削減と識別作業環境の効率化を上げた。

一席

二席三席

表彰式の様子
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き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
10
月
17
日
にV.League D

ivision 2

が

つ
い
に
開
幕
し
、
私
た
ち
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
は

11
月
14
日
の
川
崎
大
会
を
皮
切
り
に
全
20
試

合
を
戦
っ
て
い
ま
す
。（
11
月
中
の
戦
績
は
2

勝
2
敗
で
11
チ
ー
ム
中
5
位
）

　
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ

り
、練
習
も
人
数
や
時
間
を
絞
っ
て
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
分
、チ
ー
ム
と

し
て
粗
削
り
な
部
分
は
あ
る
も
の
の
、
選
手
個
人
の
意
識
レ
ベ
ル
が
向
上
し
試
合
に

臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
例
年
で
あ
れ
ば
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
へ
の
ご
来
場
を
お
呼
び
掛
け
す
る
所
で
は
あ
り

ま
す
が
、
今
大
会
は
ネ
ッ
ト
配
信
の
み
の
無
観
客
試
合
に
決
ま
り
ま
し
た
。プ
レ
ー

を
見
て
頂
け
な
い
の
は
非
常
に
残
念
で
す
が
、
こ
の
状
況
で
コ
ロ
ナ
対
策
（
月
一
回

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
ベ
ン
チ
メ
ン
バ
ー
は
マ
ス
ク
着
用
等
）の
徹
底
し
た
管
理
を
行
い
、

試
合
を
行
わ
せ
て
頂
け
る
こ
と
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。目
標
の
リ
ー
グ
優
勝

に
向
け
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
頑
張
り
ま
す
の
で
、応
援
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
星
崎
営
業
所  

舩
倉 

拓
登
）

（
髙
村
社
長
）

　
ご
安
全
に
！

　
こ
の
ご
時
世
の
中
、お
集
ま
り

い
た
だ
き
あ
り
が
と
ご
ざ
い
ま

す
。 

感
謝
状
・
表
彰
状
を
私
の

手
か
ら
渡
し
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
、あ
え
て
リ
モ
ー
ト
で
は

な
く
開
催
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
2
名
の
方
は
長
年
に
渡
り
、ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
お
願
い
す
る
こ
と
は
、長
年
の
経
験
を
生
か
し
、若

い
世
代
を
鍛
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
そ
れ
こ
そ
が
歴
史
あ
る
丸
太
運
輸
の
持
ち
味
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。お
体
に
は
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
、こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
J
K
大
会
、第
一
席
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。J
K
は
会
社

の
礎
と
な
る
も
の
で
す
。マ
ン
ネ
リ
化
を
し
な
い
よ
う
、こ
れ
か

ら
も
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

２０２０年１２月頃までの主な出来事を
一挙にご紹介します。

どんなコトでもかまいません。あなたの職場の
ニュースを教えてください。お待ちしています！

２０２０年１２月頃までの主な出来事を
一挙にご紹介します。

どんなコトでもかまいません。あなたの職場の
ニュースを教えてください。お待ちしています！

※写真左から
　星崎営業所代表（白桃 賢児さん）、尾之内 亮次さん、
　髙村社長、工藤委員長、森田 義雄さん

２０２０年１２月定年退職者
　尾之内 亮次 殿
３月定年退職者
　森田 義雄 殿
第８１回ＪＫ大会　第一席
　星崎営業所 チェックマングループ 殿

新生 丸太運輸野球部
「丸太ブルーホース」へ
Change ！

野球部も会社と共に新たなステージを
目指してほしいと、髙村社長より熱い応
援をいただき、チーム名とユニフォーム
をリニューアルしました。ユニフォーム
はMARUTAブルーを基調としたカラー
と、右腕には会社の伝統を表す馬引き
のキャラクターを魂として刻み、我ら丸
太ブルーホースは、新たな気持ちで試
合に臨み、リーグ優勝を目指します！

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が

新
し
く
な
り
ま
し
た
！

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が

新
し
く
な
り
ま
し
た
！

大
同
特
殊
鋼
バ
レ
ー
部
（
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
）

 

活
動
報
告

髙村社長にデザインのア
イデアをいただき、かっこよ
く仕上がりました！
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ご結婚
（知多営業所）

（知多営業所）

妻：菜穂

妻：愛莉

10月24日

12月21日

青谷　吉晃

永山　裕己

資格取得者
横井　裕介

花井　裕子

早川　　賢

大野　敦輝

（レンタルチーム）

（知多営業所）

（エンジニアリング部）

（星崎営業所）

大型運転免許

通関士

半自動溶接SA-3H：厚版（専門）縦

大型運転免許

 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
保
護
帽
）
に
つ
い
て
！！

ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
保
護
帽
）
に
つ
い
て
！！

第 430号

担当

安全管理チーム　相原  学安全 だより安全 だより安全だより
■
丸
太
マ
ン
の
作
業
必
需
品
で
あ
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
多
く
は
産
業
用
保
護
帽
と
し
て
製
造
業
工
場
、
建
築
工
事
現
場
な
ど
に
使
用
さ

れ
、
さ
ら
に
は
オ
ー
ト
バ
イ
や
自
転
車
に
乗
車
す
る
際
に
被
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
で
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
災
害
の

防
災
・
減
災
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
構
造

　
粉
飾
決
算
と
は
、
不
正
な

会
計
処
理
に
よ
っ
て
、故
意
に

決
算
書
を
操
作
し
、
企
業
の

財
務
状
況
や
経
営
状
況
を
実
際
よ
り
も
良
く
見
せ

る
こ
と
で
す
。

　
粉
飾
決
算
の
手
口
は
、
存
在
し
な
い
売
上
を
計
上

す
る
架
空
売
上
や
棚
卸
の
在
庫
を
調
整
す
る
こ
と

で
原
価
を
少
な
く
見
せ
る
（
＝
利
益
が
増
え
る
）
方

法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
不
正
行
為
を
見
か
け
た
り
、
指
示
さ
れ

た
り
し
た
ら
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
㈱
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調
査
に
よ
る
と
、
２
０

１
９
年
度
の
コ
ン
プ
ラ
違
反
倒
産
で
最
も
多
か
っ
た

の
が
「
粉
飾
」
で
２
２
５
件
中
78
件(

構
成
比
34
・

７
％)

判
明
、
２
年
連
続
で
前
年
度
を
上
回
り
ま
し

た
。

　
利
益
が
増
え
れ
ば
税
金
を
多
く
支
払
わ
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
ま
で
し
て
粉
飾
決
算
を
す
る
理

由
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
中
小
企
業
の
場
合
、
銀
行
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。会
社
の
財
務
状
況
や
経
営
状
況

の
悪
い
状
態
が
続
く
と
銀
行
の
借
入
条
件
が
厳
し

く
な
っ
た
り
、
新
規
の
借
入
を
停
止
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
中
小
企
業
は
、
た
と
え
税
金

を
多
く
払
っ
て
で
も
粉
飾
決
算
に
手
を
染
め
る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

や
が
て
は
、
売
上
を
上
回
る
負
債
を
抱
え
た
倒
産
が

散
見
さ
れ
ま
す
。

粉
飾
決
算
と
は

　頭
部
損
傷
、あ
る
い
は
頭
部
感
電
に
よ

る
危
険
を
防
止
ま
た
は
軽
減
す
る
た
め

に
使
用
さ
れ
る
保
護
具
で
、厚
生
労
働
省

が
定
め
る
「
労
働
安
全
衛
生
法
第
42
条
」

の
規
定
に
基
づ
く
「
保
護
帽
の
規
格
」
に

適
合
し
た
も
の
を
言
い
、
素
材
はABS

樹
脂
、ガ
ラ
ス
繊
維
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

入
れ
たFRP

、PE

（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
）、PC

（
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
）
な
ど
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
ぞ
れ
に
耐
電
性
、耐
候
性
、耐
熱

性
、
耐
薬
品
性
な
ど
優
位
点
が
あ
り
、
用

途
に
よ
っ
て
使
い
分
け
る
こ
と
が
肝
要

で
す
。

①
ヘ
ッ
ド
バ
ン
ド
を
頭
の
大
き
さ
に
合

わ
せ
調
節
し
て
確
実
に
固
定
す
る

②
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
真
直
ぐ
深
く
か
ぶ
る

（
後
ろ
に
傾
け
て
か
ぶ
ら
な
い
）

③
ア
ゴ
ひ
も
は
緩
み
が
な
い
よ
う
に
き

ち
ん
と
締
め
る
（
指
２
本
入
る
の
が

ち
ょ
う
ど
良
い
）

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
歴
史

　ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
起
源
は
兜
で
す
。古
代

か
ら
戦
闘
用
途
と
し
て
兜
は
開
発
さ
れ
、

日
本
で
は
兜
、近
代
戦
争
で
は
鉄
兜
と
言

い
ま
し
た
。

　日
本
で
は
稲
作
が
普
及
し
た
弥
生
時

代
に
村
と
村
と
の
間
で
水
田
耕
作
用
の

土
地
や
水
利
争
い
が
起
こ
り
、武
器
や
防

具
が
登
場
し
て
、戦
い
に
な
る
と
特
に
狙

わ
れ
や
す
い
の
が
頭
部
だ
っ
た
た
め
頭

部
を
保
護
す
る
た
め
の
兜
が
登
場
し
ま

し
た
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
正
し
い
装
着

　頭
部
と
い
う
の
は
、
感
覚
器
官
、
中
枢

神
経
系
が
集
中
し
た
部
位
の
こ
と
を
言

い
、
生
物
の
精
神
生
命
維
持
中
枢
で
あ

り
、そ
の
頭
部
を
保
護
す
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト

は
の
重
要
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　上
に
あ
る
も
の
は『
落
ち
て
き
ま
す
』、

動
く
も
の
は『
ぶ
つ
か
り
ま
す
』、立
っ
て

い
る
も
の
は
『
倒
れ
て
き
ま
す
』。こ
う

い
っ
た
時
に
頭
部
を
守
っ
て
く
れ
る
の

が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
で
す
。日
々
、
正
し
く
装

着
し
て
『
自
分
の
身
体
は
自
分
で
守
る
』

こ
と
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
重
要
性ご出産

11月10日

11月27日

12月31日

佐藤　玲央

中野　彰信

山本　圭佑

（知多営業所）

（知多営業所）

（知多営業所）

次男：琉生（るい）

四男：快音（かいおん）

長男：理登（りと）

山
本

　圭
佑
さ
ん

長
男
：
理
登
く
ん

罰
則

刑
事
責
任

「
刑
法
２
４
６
条
２
項
銀
行
に
対
す
る
詐
欺
罪
」他

民
事
責
任

「
会
社
法
第
４
２
９
条
役
員
等
の
第
三
者
に
対
す
る

損
害
賠
償
責
任
」他

電
　話
　090-2571-9105

メ
ー
ル
　hotline

＠m
aruta.co.jp

丸
太
運
輸
㈱
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

❶帽体 帽体 頭部を覆う、硬い（殻）体

発泡スチロール製等の、
衝撃を吸収するための部品
保護帽が脱落するのを
防止するための部品

護帽を頭部に保持し、
当たりを良くして衝撃を
緩和する部分

衝撃吸収ライナー

アゴひも

ハンモック

ヘッドバンド

還ひも

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❷着装体：ハンモック

❸着装体：ヘッドバンド

❹着装体：還ひも

❻アゴひも
❺衝撃吸収ライナー

名　称 備　考

着
装
体
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